
はじめに

　1912年（大正元年）に名古屋において森田吾郎によっ
て創作された大正琴は、第一世界大戦によりヨーロッパか
ら東南アジア、南アジア方面への輸出の止まった玩具に代
わり、広くアジア諸国に当初は玩具として輸出されていっ
た（梅田 2017: 58）。その後、各地では伝統音楽に合わ
せて改良が加えられ、独自の楽器へと変化していった。
　本稿は、2018年8月から9月にかけてインドネシア、
バリ島で行った日本から伝播した大正琴の調査の報告であ
る。なお、今回、調査対象にしたのはバリ西部のタバナン
県ププアン郡ププアン村に伝承する楽器、マンドリン
mandolinとそのアンサンブルである。著者は2008年に
同郡のプジュンガン村（ププアン村南部）で調査を行い、
すでに調査報告としてまとめている（梅田 2010: 71-
83, 田中・尾高・梅田 2012: 121-137）。しかし、そ
の時の調査ではプジュンガン村の楽器、アンサンブル、演
奏者からの調査しか行ってこなかったため、この楽器の歴
史的な側面の記述は、「プジュンガン村における楽器の伝
承民族誌」となってしまった。今回は、前回の調査報告に
基づきつつ、新たなインタヴューや楽器の改良の過程を踏
まえ、バリ島西部で演奏されてきたマンドリンとよばれる
大正琴を起源とする楽器についての調査報告をまとめたい。

楽器の名称マンドリンとププアン村への伝承

　マンドリンは、一般に17世紀頃にイタリアから広がっ
ていったリュート型の撥弦楽器を指す。しかしバリ島の場
合は、この西洋の楽器との関連については全く言及されな
い。また、ププアン村ではマンドリンとよばれる一方、南
隣のプジュンガン村ではマノリン manolinと呼ばれてい
るが、名称に差異はあるにせよ、マンドリンという楽器名
からの転用だと考えていいだろう。

　大正琴が誕生してまもない時期の大正初期の大正琴の教
則本には、大正琴にと西洋楽器マンドリンの類似点につい
て次のように述べられている。

　西洋楽器の「マンドリン」と日本楽器の「八雲琴」
とを併合して、所謂西洋楽器と日本楽器の長所の折衷
楽器らしく考えます、その故に日本音楽でも西洋音楽
でも弾奏仕易くなつて居るのであろうと思ひます。
（渡邊 1916 :頁数記載なし）

　大正琴は其名の示す如く大正新時代に生れたる新楽
器にしてマンドリンの八絃より六本を除き残りの二絃
を以て演奏する…。（神長 1917: 頁数記載なし）

　著者の考えではマンドリンの奏方〔ママ〕でやるの
が一番上品で音楽的であると思ふ而して斯く演奏すべ
く作られた物と信ずる故に以下述ぶる所はマンドリン
の奏方を引用し其れに著者の意見を加へたのである。
（神長 1917: 頁数記載なし）

　この三つの引用からわかることは、大正琴と西洋楽器 
マンドリンの音質と奏法の類似である。音質の点からいえ
ば、スチール弦をピックで演奏する点であり、演奏法の点
からいえば、トレモロ奏法を用いるという点が、両者の楽
器に共通している。マンドリンは大正琴が創作される以前
の1901年（明治34年）に日本に導入され、大正琴が創
作された大正初期は各大学にアンサンブルが設立される時
期と重なることから、このような言及がなされたと考えら
れる。
　この楽器をマンドリンではなくマノリンとよぶプジュン
ガン村の演奏者への調査（2008年）においては、特に名
称に関する伝承はなく、「マンドリン」という名称は間違っ
ていることだけを強調された。一方、今回のププアン村の

 大正琴は、1912年（大正元年）に、名古屋在住の森田吾郎（1874-1952）により創案、製作された鍵盤付弦楽器である。この楽器は、
1915年頃から1940年頃まで、東アジア、南アジア、東南アジアへと広く輸出された。アジアに伝播した大正琴は、その後、それぞれ
の地域で変容をとげ、各地の音楽の中に取り込まれ、現在まで用いられている。本論文では、インドネシア、バリ島西部タバナン県ププア
ン村に伝播し、マンドリンとよばれる大正琴を起源とする楽器について概観する。

A Taisho-goto is a stringed zither, that is plucked using keys, and was invented in Nagoya in 1912 by Morita Goro (1874－1952). The musical 
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調査においてマンドリンの名称の起源については大きく二
つの説が伝えられていることがわかった１。
　一つはインドネシア語で中国標準語を意味するマンダリ
ンmandalinから派生しているという説、もう一つは少林
寺拳法の「少林」が訛って「マンドリン」になったという
説である。重要なことは両説ともに「中国」との関わる起
源が伝承されていることにある。2008年のプジュンガン
村の調査においては「楽器は華人が売りに来て集落に広
まった」とされていて、それがこの楽器が中国から伝播さ
れたものと考えられていた（梅田 2010: 72）。調査した
当時、筆者は華人と日本人が取り違えられて伝承した可能
性について言及したが、ププアン村でも同様な言説が楽器
の伝播や起源として人々の間では信じられている。人に
よっては、華人が西ジャワから琴に類似したカチャピ 
kacapiとよばれる楽器を持ってきたことで、ププアンの
発明家がこの楽器を作りだしたと考えている演奏者もいる。
ここで重要なことはププアン村がバリ中央部から隔絶され
た山間部に位置する一村落にありながらも、この地域には
早くから華人が進出し、現在でもバリには珍しい仏教や道
教の寺院があり、多くの華人系インドネシア人が商業経済
を担っている点である（Aryasa 2017: 2-3）。当時、日
本から輸出された大正琴は日本人の手で売られたのではな
く、当時の商業経済を担う華人たちの手から各地の人々に
渡っていった可能性が高く、華人からこの地域の人々の手
に大正琴が渡ったと考えるのはププアンの地域的特徴から
考えれば当然ともいえる。ただ注目すべきは、この演奏と
関わる村落の人々やこの楽器に関する現地の文献には、日
本の大正琴との関係は一切言及されていないことである。
　なお、今回調査したププアン村では、プジュンガン村に
マンドリンが伝承したのは1960年代だと伝えられてい
る２。1960年代にプジュンガン村の人々がププアン村に
マンドリンの習得に訪れており、その結果、プジュンガン
村に伝承されたという。なお、2000年代にプジュンガン
村がこの楽器のアンサンブルの演奏を収録してバリのレー
ベルであるアネカレコードよりミュージックテープを販売
したが、この収録は最初に学んだププアン村の寺院におい
て録音されたという。ただし、現在プジュンガン村ではマ
ノリンの演奏はされなくなっている。

ププアン村で創作された楽器の形態

　ププアン村の伝承では、マンドリンを製作した人物は農
業に従事していたイ・クトッ・ラストラ I Ketut Lastra（呼
称はパン・スカル Pang Sekar）であり、1930年代に
華人３が村に伝えたオリジナルの楽器から類似した楽器を
新たに作ったと考えられており、その楽器は、現在も孫に
伝承されている。
　バリ島ではバリ東部カランガッスム県と今回調査した西
部タバナン県では大きくその形態が異なっている。大正琴

と同様にボタンを押さえて右手で弦を弾く奏法はかわらな
いが、東部の楽器が日本の大正琴のように長方形をしてい
るのに対して、タバナン県の楽器は大きく、表面には彫刻
が施されている豪華な楽器だった（写真１）。

写真１：2008年に製作されたプジュンガン村の大正琴
（著者所蔵）

写真2：1930年代にププアン村で製作されたとされる大正琴

写真3:1930年代に輸出用として製造された日本の大正琴
（著者所蔵）

　これまでの調査ではプジュンガン村の楽器が村で変化し
たものか、あるいは村外から持ち込まれたものなのかが不
明なままであった。しかし今回、調査でププアン村で
1930年代に創作された楽器を調査することができた。
　写真2の楽器は、ラストラが1930年代に華人から伝え
られたオリジナルの楽器をもとに創作した楽器と考えられ
ているもので、現在はその孫が所蔵している。ボタンの部
分は交換され50セン, 25ルピアなど新しい貨幣が使われ
ているが、かつては古いコインが使用されていたという。
この楽器が1930年代に創られたかどうかの真偽はとも
かく、重要なことはこの楽器が、日本が戦前に輸出した大
正琴と極めて類似している点にある。写真3は、1930年
代に海外輸出用に製造された楽器である。当時、日本の大
正琴には４弦、５弦のものもあったが、標準的な輸出用の
大正琴は３弦であり(梅田 2017: 59)、絃の数は当時の
本数と一致する。またププアン村で作られたマンドリンは

　
１ 2018年9月1日に行ったププアン村在住の演奏者ウィアルタワン I Wayan Wiartawanへのインタビューに基づく。 
2 2018年9月1日に行ったププアン村在住の演奏者ウィアルタワンへのインタビューに基づく。ただし、文献によるとプジュンガン村ではそれ以前にもマ

ノリンが演奏されており、1960年代以降に復興したと書かれている（Suriyatini, Sugiarta, Arnawa and Kustiya 1992: 20）。
3 華人は北部バリのブレレンBuleleng県トゥムスクTemukus村の華人により伝承されたという記述もある（Sudirga 2015: 119）。
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長方形であるが、日本の楽器と非常に類似していることが
わかる。一方、バリの伝統音楽を演奏するためには全音階
を必要としなかったことから、ボタンの数は12個に減っ
ている。また1930年代の楽器のレプリカと2008年に
プジュンガン村で製作された楽器はともに12個のボタン
であることから、この地域のマンドリン、マノリンは楽器
の形態に変化はあったもののボタンの数は維持されて、そ
の音域を広げてこなかったことがわかる。今回の調査から
は、1930年代に日本で作られた大正琴が何らかの手段に
よりププアン村に運ばれ、そこで村人により類似した楽器
が製作された後、その形が変化し大型化していったことが
明らかになった。

ププアン村におけるマンドリンの復興

　1930年代にププアン村で創作されたマンドリンは、大
人数のアンサンブル化をすることなく、マンドリン（2台
か ら3台 ）、 竹 笛 ス リ ン suling、 竹 製 口 琴 ゲ ン ゴ ン 
gengongの三つの楽器だけのアンサンブルとして友人が
集まる場なので演奏されていたという４。あくまでも娯楽
のための音楽であり、儀礼的な役割は一切なかった。なお、
1960年代にプジュンガン村に伝播したマンドリンは、ガ
ムランの舞踊曲などを演奏するために写真4のように大型
の吊ゴングを含む10人程度のアンサンブル化していった
一方で、ププアン村では1991年には全く演奏されなく
なってしまった５。

写真4　プジュンガン村のノリンのアンサンブル
（2008年12月著者撮影）

　ププアン村においてこの楽器の復元を行ったのは、ププ
アン村出身の音楽家イ・マデ・ウィアルタワン I Made 
Wiartawanである。彼はこの復興について次のように述
べている６。

　ププアン村の若い世代は、皆、村の文化に魅力を感
じることなく、街へ出ていくことを望んでいました。

そこで、思いついたのは子どもの頃、よく聞いていた
マンドリンでした。しかし、そう思ったときはほとん
ど演奏できる人はいませんでした。もともとマンドリ
ンは演奏グループとしての組織を持っていなかったの
で、その伝承システムはほとんどなく、学びたい人が
できる人の家を個人的に訪れて習得するものだったの
です。
　この楽器の演奏を復興するためにはまずは楽器を製
作しなくてはなりませんでした。探しているうちに古
い楽器が一台残っていることがわかり製作をはじめま
した。最初は、その楽器を分解するなどして構造を学
び、2000年にまず楽器を製作しました。

　このインタヴューからわかるように1991年に演奏さ
れなくなった楽器マンドリンは、その9年後の2010年、
ウィアルタワンの個人的な努力により新たに製作された
（写真5、6）。

写真6　ウィアルタワン製作の楽器によるププアン村の
伝統的なマンドリンの演奏姿勢

写真5　ウィアルタワンにより2000年に製作されたマンドリン

　
4 2018年9月1日に行ったププアン村在住の演奏者ウィアルタワンへのインタビューに基づく。
5 	Nusa Bali, 27, Juli, 2016.
6 	 2018年9月1日に行ったププアン村在住の演奏者ウィアルタワンへのインタビューに基づく。
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　写真５, ６のように前面には彫刻された板が取り付けら
れているのと、ネックの部分にも彫刻が施されてはいるが、
楽器の構造は基本的には同じであり、写真2のププアン村
に残されていた古い楽器と同様、ボタンの数は12個で、
スレンドロ五音階が約1オクターブ半演奏できた。ただし
弦は1弦増やして4弦とした。なお、ププアン村でのマン
ドリンの演奏姿勢は、写真6のように、演奏者は胡坐をか
いて、ネックの部分を右足先に載せて傾けて演奏した。
　楽器を数台製作したのち、ウィアルタワンは演奏グループ
の結成を試みる。以下はインタビューの内容である７。

　ププアン村にはまだマンドリンの音楽を演奏できる
年配者が何人かいたことから指導をお願いしたのです
が、これまで大勢に教えた経験がなくうまく伝承する
ことができませんでした。そこで楽器を製作した
2000年に、まずは私が演奏者から曲を習得し、それ
を自分で次世代に教えることにしました。幸いに若い
世代はこの楽器に興味を持つようになり、そうしてい
るうちに、プジュンガン村とは異なる時代に合ったア
ンサンブルのグループを創設することを思いついたの
です。2000年に5台のマンドリンを中心に構成した
グループ「ブンシル・ガディン Bungsil Gading ８」
を創設しました。

　2000年に創設されたブンシル・ガディンは、その後、
村のさまざまなイベントで演奏することになる（Mawan 
dan Budiarsa 2014: 54）。更にマンドリンは電気化さ
れていく。成長したグループは、2013年のバリ芸術祭初
日のパレードにタバナン県を代表する演奏グループとして
参 加 し（Mawan dan Budiarsa 2014: 55）、 ま た
2016年6月26日にはバリ芸術祭のプログラムの一つと
して参加した。この時、マンドリンの演奏者は胡坐をかく
伝統的な演奏姿勢をとるのではなく、机の上に楽器を載せ
て、演奏者は椅子に座わって演奏した（写真7）。

　この芸術祭での演奏で注目すべきは、バリの伝統楽器以
外の新しい楽器が多数加わっている点にある。（写真7、8）。
写真7では、エレキベース、写真8には、ジャンベ、ウィ
ンドチャイム、タムタムのような創作楽器が加わる。これ
以外にもギターなどが参加している。このようにウィアル
タワンは、マンドリンのアンサンブルが現在の若者にも受
け入れられるように伝統的な曲に加え、新しい作品を多く
作曲し、これまでにないような響きを作りだした。一方、
バリの舞踊曲の伴奏もすることで（写真9）、伝統的な作
品から創作作品の両方が演奏可能であることを示した。
　もう1点この舞台で注目すべきは、舞台装飾である。写
真9、10では舞台後方に赤い提灯が下がっているが、こ
れは、マンドリンが中国起源であることを観客に示すため
に飾ったものであり、初めての舞台装飾だった。

写真7　2016年のバリ芸術祭で椅子に座って演奏する
ブンシル・ガディンのマンドリン奏者（菊池和泉氏提供）

写真8　ジャンベ、ウィンドチャイムなどが加わる形態
（菊池和泉氏提供）

写真9　バリ舞踊スカル・ジャガットSekar Jagatの
伴奏をするブンシル・ガディン（菊池和泉氏提供）

　
7 	 2018年9月1日に行ったププアン村在住の演奏者ウィアルタワンへのインタビューに基づく。
8 	 ウィアルタワンによると、ブンシル bungsilは、椰子の実が大きくなる前の小さな塊の部分、ガディン gadingは黄色の椰子の実がなる品種をいう。まだ

大きな実になりきらない生まれたての椰子の塊のようなグループという意味だという。
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西洋音階のマンドリン創作と新しいグループ「ギータ・バ
スカラ・エトニック Gita Bhaskara Etnik」の設立

　楽器制作者であり、グループの指導者でもあったウィア
ルタワンは2016年6月にバリ芸術祭で演奏した後、マン
ドリンの音域を広げ、さらに西洋楽器とのアンサンブルの
可能性を追求するために、西洋音階のマンドリンの製作に
とりかかった。つまり、1930年代にインドネシアに伝播
した輸出用に製作された西洋音楽の音階をもつ日本の大正
琴に回帰していったのである。2017年に完成した楽器が
写真11の改良型マンドリンである。この楽器は、最初に
製作されたマンドリンと同様、白のボタン12個であるが、
黒鍵に当たる音が出るように作られている。ただしボタン
の並びは日本の大正琴のように整っているわけではない。
この楽器の開放弦はDであり、白ボタンは、左から、E、
F♯、G、A、B、C♯、D、E、F♯、G、A、Bと な り、
ピアノの白鍵に当たるわけでなく、ニ長調の音階になって
いる。この理由は、開放弦をCに調弦すると弦が緩み演奏
しづらいことによる。弦は4本ともギターの第2弦（直径
0.11ミリ）を用いている。

写真11　2017年に製作された改良型マンドリン

　2017年、ウィアルタワンは、最初に製作した楽器を用
いたグループ「ブンシル・ガディン」を解散し、新たに改
良型マンドリン3台含むグループ「ギータ・バスカラ・エ
トニック Gita Bhaskara Etnik」を創立し、ププアン村
で演奏されていたレパートリーに加え、西洋音楽の音階を
使うことのできる改良型楽器の特徴を生かし、バリの人々

に愛されるポップな音楽の創作にとりかかり、ププアン村
を中心に活動を始めた。その時、たまたまププアン村を訪
れていたポップ・バリ pop Bali ９の男性歌手マニック 
Manik（本名はアナッ・アグン・ングラ・グデ・アルヤ・
トゥナヤ Anak Agung Ngurah Gede Arya Tenaya）
にその音楽の可能性を見出され、「ギータ・バスカラ・エ
トニック」はマニックをマネージャーに迎え、グループの
新曲《フルムーン Fullmoon》の本格的なミュージック・
ビデオの制作を行った。製作費はすべてマニックが集め、
2018年2月14日にププアン村にてメディアを集めて記
者発表を行い、記者の前で初めて《フルムーン》を演奏し
た（写真12）。ビデオのロケ地としてタバナンの王宮を借
り、大勢のバリ舞踊などをともなった大がかりなものであ
る。
　なおこの作品から、ププアン村ではマンドリンを立って
演奏するスタイルに変更する。これらはすべてマネー
ジャーのマニックの指示であり、ここから新しい音楽スタ
イルが確立していく。《フルムーン》はダイアトニックを
用いる作品であり、ギター、ベース、ジャンベ、スリン、
ウィンドチャイムなどが用いられ、洋楽とバリの音楽的要
素を取り入れた作品となっている。このビデオはマニック
により、バリのローカルテレビ（Bali TV）のミュージッ
ク・クリップとしても数か月流れたことから、バリ全土に
ププアン村の新しい音楽活動を伝えることになる。

写真12　2018年2月14日ププアン村での記者発表
（ウィアルタワン氏提供）

　「ギータ・バスカラ・エトニック」は、5月29日に再び
新曲《ラワール Lawar》のミュージック・ビデオを
youtubeに発表する。《フルムーン》は器楽曲として発表
したが、この曲ではマニック自身がギターを演奏して歌っ
ている作品であり、マンドリンのアンサンブルが、バリの
ポップ・ミュージックの伴奏の役割を担った。
　その後、2018年8月にはププアン村のあるタバナン県
の芸術祭に参加するなど活発な活動を行っている。改良型
マンドリン製作、彼らの創造的な音楽活動とマニックのプ
ロデュースによって、マンドリンの音楽は、今や小さな山
村であるププアン村から、バリ全体に広がりを見せようと

　
9 	 バリ語で歌われるポップ・ミュージックの名称

写真10　舞台後方にみえる赤い提灯（菊池和泉氏提供）

バリ島西部ププアン村に伝承される大正琴を起源とする楽器マンドリン
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している。

おわりに

　戦前に日本から伝播した大正琴は、その詳細な経路は不
明であるが、バリ西部の山岳地帯の山村であるププアン村
に中華系の人々によって運ばれ、それをバリの人々が自身
の音楽を演奏するために改良した楽器がマンドリンとして
受容された。このマンドリンは、時代とともに盛衰を繰り
返しながら、2017年には、日本で誕生した全音階を持つ
洋楽器としての日本の大正琴の姿に回帰しようとしている。
　この背景は、ポップ・バリの流行、地域のアイデンティ
ティ表出などさまざまであるが、重要なことは、ププアン
村の人々が大正琴についての知識がないことである。つま
り日本の大正琴の類似品として現在のマンドリンを製作し
たのではなく、自らの音楽的欲求に基づいて、創作された
点にある。楽器は何を演奏するか、というニーズに合わせ
て改良されていく。つまり現在のププアン村の若者たちが
求めるのは、マンドリンを「洋楽器」として演奏すること
なのである。

付記
　本稿は科学研究費「インドネシアにおける大正琴の受容
と変容に関する民族音楽学的研究」（研究代表：梅田英春、
基盤研究（C）、2018年～2021年）による調査、研究
の一部である。
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新聞記事
Sanggar Bungsil Gading Rekonstruksi Alat Musik Warisan Cina, 

Fajar Bali , 27, Juli, 2016.
Rekonstruksi Mandolin Agar Tetap Eksis, Nusa Bali , 27, Juli, 

2016.

Musik Mandolin, Alat Seni Musik Masa Penjajahan Jepang, Bali 
Post , 14, Feb, 2018.

Gita Bhaskara Etnik Hidupkan Kembali Mandolin, Nusa Bali , 16, 
Feb. 2018.

Official youtube video
Full Moon（2018年2月14日発表）
　https://www.youtube.com/watch?v=LPqUGIUHRfA
Lawar（2018年5月29日発表）
　https://www.youtube.com/watch?v=4z8NyoUjHjs

インタビュー
イ・マデ・グデ・ウィアルタワン I Made Gede Wiartawan 
（2018 年9月1日、ウィアルタワン宅）

Mandolin Instrument Originated with Taisho-goto in Pupuan Village, Western Bali.
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